
転換、伊那市政。
今
、
伊
那
市
の
人
口
は
急
速
に
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

直
近
の
国
勢
調
査
の
人
口
減
少
率
は
、
県
内
19
市
で
ワ
ー
ス
ト
4
。

特
に
子
育
て
世
代
、
現
役
世
代
の
減
少
は
深
刻
で
す
。

デ
ー
タ
か
ら
は
、「
選
ば
れ
な
い
伊
那
」
の
現
状
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
将
来
、
地
域
は
廃
墟
だ
ら
け
に
な
る
。
荒
れ
た
田
畑
だ
ら
け
に
な
る
。

商
業
施
設
は
撤
退
し
、
学
校
は
統
廃
合
さ
れ
る
。
何
度
も
地
域
の
役
が
回
っ
て
く
る
。

今
や
る
べ
き
こ
と
。
そ
れ
は
、
全
力
で
選
ば
れ
る
伊
那
市
に
す
る
こ
と
。

住
む
場
所
と
し
て
。
子
育
て
を
す
る
場
所
と
し
て
。

仕
事
を
す
る
場
所
と
し
て
。
観
光
の
場
所
と
し
て
。

そ
し
て
、
安
住
の
地
と
し
て
。

新
聞
記
者
時
代
か
ら
全
国
の
地
方
都
市
を

見
て
き
た
か
ら
こ
そ
わ
か
る
、

伊
那
の
無
限
の
可
能
性
。

伊
那
は
地
方
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
れ
ま
す
。

お
だ
や
か
な
気
候
、
安
全
な
地
域
、
や
さ
し
い
人
柄
。

ア
ル
プ
ス
、
自
然
、
食
、
歴
史
と
文
化
、
レ
ト
ロ
な
街
。

す
べ
て
の
魅
力
を
フ
ル
活
用
し
て
、

前
向
き
な
変
化
を
市
民
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

先
行
き
が
見
え
な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
丁
寧
に
説
明
す
る
行
政
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
地
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、

今
日
よ
り
明
日
が
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
幸
せ
に
な
る
伊
那
市
に
す
る
。

こ
の
地
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、

今
日
よ
り
明
日
が
、
少
し
で
も
笑
顔
が
増
え
る
伊
那
市
に
す
る
。

今春 4月22日に行われる、

伊那市長選挙。

このままで良いのかを問う。

地域の衰退に立ち向かい、

この可能性にあふれた伊那を、

責任を持って次世代に引き継ぐため。

お金がなくても、皆の知恵と行動力で。
八木たくまがやってきたこと

会報

発行元：八木たくまと明日を語る会
住所／伊那市坂下 3300
tel 080 6995 1700 　   yagi.ina117@gmail.com

昭和 53 年 12 月 2 日　

大阪府堺市で姉 2 人の末っ子長男として生まれる  伊那市で妻（西春近諏訪形出身）と 2 人暮らし

平成 15 年

平成 16 年

平成 23 年

平成 25 年

平成 26 年

信州大学農学部森林科卒。約7年間を伊那市内（西箕輪吹上など）で暮らし、伊那が故郷となる。

産経新聞社に入社。大阪社会部を中心に、事件・地方行政・地域活性の現場などを取材。

東日本大震災発生。取材班として発生翌朝から被災地に。壊滅した故郷で生き続ける人々の

思いに触れ、自身も愛する地域に根を下ろした人生を送ろうと、伊那へ戻ることを決意。

退職し、伊那に移住。坂下区入舟で歴史ある歯科医院を改装した居酒屋「はしば」を開業。

伊那市議会議員選挙で初当選。

ブログ　八木たくまの伊那日記
Twitter　＠yagiina

ホームページ http://yagitakuma.com/

八
木
た
く
ま
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

［現職］　民間で地域活性に取り組む一般社団法人「アスタルプロジェクト」代表。

　　　   伊那商工会議所青年部、伊那青年会議所（JC）メンバーとしても活動中

完
全
無
所
属

歳
40
ことし

「八木たくまと明日を語る会」が八木択真氏の政策をお知らせします。

駅前の廃墟をグルメ横丁として再生
廃墟となっていた伊那市駅前の小
さな商店街を、グルメ横丁として
再生するプロジェクト。地権者や
建物所有者と地道な交渉を続け、
実現への道筋をつけました。今夏
に一斉オープンする予定です。

山と街を結ぶ登山者用直通交通を実現
山岳観光を地域の経済効果につな
げるために、伊那市中心部と南ア
ルプス登山口を結ぶ直通交通を民
間で実現。利用した登山客の６割
以上が市内で宿泊してくれました。
今年度は中央アルプス便も検討中。

伊那まちの価値を再認識。
「イナカチ」でメーンライター

伊那まちの勉強会から生まれた、
ローカル情報誌「イナカチ」。新
聞記者経験を生かし、メーンライ
ターとして商店街の魅力的なお店
や人を紹介しました。

地域の魅力を共有、発信。「YAMA FES.」開催
地域の魅力をギュっと詰め込んだ
イベントとして、2014 年からス
タートした「YAMA FES.」。伊
那谷の山とアウトドアレジャー、
食や豊かなライフスタイルを紹介
し、地域の魅力発信と集客につな
げています。

楽しく、美味しく、地域循環。アスタルシードル
リンゴ収穫時に廃果を目にして発
案したシードルづくり。「伊那で
実り、伊那で醸し、伊那で味わう」
をコンセプトに、飲食店主らが連
携した個性的な特産品として成長
しています。

何度も何度も足を運び、駅前廃墟ビル再生へ
伊那市駅前の最大の懸案だった４
階建ての廃墟ビル。所有者の自宅
に何度も何度も足を運び、再生に
向けた見学会を実現。今後人が集
まるランドマークを目指し、幅広
い意見を取り入れて活用方法を検
討します。

「どんな小さな声でも。ご意見大募集！！」

今後、意見交換会を各地区で順次開催します。日程はホームページでお知らせします。

どんな小さなご意見でも、皆さまの声をぜひお寄せください

立
ち
上
が
り
ま
す
。
共
に
、
未
来
へ
。


